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 13:30～ 開始 
      挨拶 此松昌彦（和歌山大学教授・サマースクール実行委員長） 
 13:40～ 基調講演：木村学（東京海洋大学教授） 
 休憩 
 14:40～ ２日間の報告 
 14:45～ 発表会（１チーム 2分間、講評 2分交代時間１分） 
       休憩（採点などの準備のため） 
 15:45 閉会式 
  16:00  終了�
※子供達は、14:40 までにフォーラムの会場に入りましょう。 
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5. 地図 
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6. 観察のポイント（１）～（４） 
（１）地震観測装置 

質問や気がついたことをメモしておこう。夜の話でもっと詳しく話を聞くよ。 

  
 
（２）くしもと大橋  
 

 
 
気がついたこと、景色の不思議は何かな？この景色のどこで○○が起こる？  
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（３）串本海中公園 

 

質問や気がついたことをメモしておこう。 

 

 

みつけたものをスケッチしておこう。発表の時に役にたつよ。 
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（４）古座川の一枚岩 

 

一枚岩ってどんな岩？どうして一枚岩と呼ばれているの？この岩の仲間はどこにいるのかな？ 
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7. 実験ノート 

実験① ゼリーとラー油でマグマの様子を調べよう 
なぞ 「マグマはどんなふうに上がってくるの？」 

 

 

【モデル実験】火山の地下には高温のマグマがあります。マグマは地下の岩石
に割れ目を作りながら地表に向けて上がってきます。そのようすを実験で確

かめてみよう。ゼリーは「地下の岩石」、ラー油は「マグマ（岩石が融
と
けた

た高温の液体）」のかわりです。 
実験用具：ゼリーの入ったペットボトル、ラー油、スタンド、穴の開いたスチ
ロール板、注射器（※針が危険なため「大きなこども」が扱います） 

 
 
観察 1-1 油を少し注入すると（空気も少し）、ゼリーに割れ目ができます。 
  さらに注射器のピストンを押して油を少しずつ増やすと油が割れ目を広げま

す。 
  ゼリー中に入った油の形は何に似ていますか。周りの色々な方向から見てみよ

う。 
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  
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【まとめ】 
 １ 地下の岩石の割れ目に入ってきたマグマが固まった岩石を（    ）
といいます。 

   ※実験２をやった後に記入しよう。 
２ マグマが地表に向かって上がってくるのはどうしてだろう？ 

�  
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実験②：削れるとどうなる？ 
 

 さて，さきほど調べたように硬い岩はマグマがあがってきたものが固まった
ものなのです。さきほどの実験で，マグマ（のかわりの油）はうすい板のよう
なかたちをしていましたね。マグマは固まると岩になります。ですから，マグ
マはうすい板のような形の岩になるのです。（このようなマグマが固まったう
すい岩のことを岩脈（がんみゃく）といいます） 
では，まわりの地層（さきほどの実験だとゼリーです）がけずれやすくて，う
すい板のような形の岩がけずれにくいとしましょう。そこを海の波が削ったら
どうなるでしょう？ 
それを実験しみましょう！ 
準備するもの：油粘土（硬い岩のかわり），砂（まわりのけずれやすい地層の
かわり），水（海の水のかわり），トレー 
 
第 1段階 
トレーの中に油粘土でうすい板のような形
の岩をつくります。高さ 1センチメートル
くらい，長さは 10センチ以上。 
 写真 うすい板のような形の岩のできあ
がり。地下にはこの板がまだまだ続いてい
ると想像してください。 
 
 
第 2段階 
うすい板のような形の岩のまわりに砂をか
ぶせます。これで，砂をつらぬいてマグマ
があがり，うすい板ができたように見えま
すね。 
 写真 砂をかぶせる 
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写真 見えなくなるまで砂をかぶせ
ます。 
 
 
 
 
 
第 3 段階 
 トレーの中に水をいれます。紙コ
ップでそっといれましょう。深さ 1
センチくらいになるまで水を入れま
す。そーっとですよ。 
 写真 水をそっといれます。 
 
 
 
 
第 4 段階 
 みなさんの力で波をおこします。トレーをゆすって波をおこすとどうなるか
な？波の力で砂の地層や岩がどのような削れ方をしたかまとめてみよう。 
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実験③ ここに津波がくるとどんなことが起こる？ 
 海底の下で地震が起きると海底が盛り上がったり沈んだりして、海面が変化します。そ
れが大きな波となって四方八方に伝わるのが津波です。津波は地震の大きさや海底の地形
によってちがった動きをします。水槽をつかった津波の発生の実験で確かめてみましょ
う。先生の話をよく聞いて、よく観察して、気がついたことをメモしよう。発言しよう。 
 実験用具：津波実験用水槽、海底地形用キット、石ころ 

 
１．津波をおこす実験 
  津波はどのように伝わっていくのか観察しよう。  
 ［観察のポイント］・波の形はどうなるかな？ ・海底の地形と津波の関係は？ 

 
 
 
 
 

 
２．津波が串本に来たらどうなるかを確認する実験 
  津波が陸に上がると何が起こるか観察しよう。 
 ［観察のポイント］ 
   ・石ころはどううごいたかな？ 
   ・串本に津波がくると、どんなことが起こるかな？ 
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8. 観察のポイント（５）～（６） 
（5）田並地区 
  2 グループに分かれて歩きます。星印の場所へ向かいましょう。 
   �i����hn���i��ra�x}be�%ď(Ī)�
� � � � i����b�g��ca�h�z��a�f�%ď)Ī(�
 

1：                      

何がありましたか？教えてもらっ

たこと、気がついた事を書きまし

ょう。絵を描いてもいいです。 

 

 

 

2：              

何がありましたか？教えてもらっ

たこと、気がついた事を書きまし

ょう。絵を描いてもいいです。 

 

 

 

 

1  

 

2 
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（６）橋杭岩  

 ４グループに分かれて順にまわって、学者の話を聞いたり、観察したりしま
す。岩の表面はすべりやすいので、注意しましょう。南紀熊野ジオパークのの
ぼりが目印です。何をするか、聞いてみよう。 
  
【まわる順番】 
    A：クジラ・ウミガメ：①→②→休▲→③→④→⑤▲ 
    B：マグロ・エイ  ：②→③→④→休▲→①→⑤▲ 
    C：タイ・クマノミ ：③→④→休▲→①→②→⑤▲ 
    D：トビウオ・イルカ：④→①→②→休▲→③→⑤▲ 

   
※▲は日陰があって、休憩ができます。休むタイミングは目安ですので、
つらくなったら休憩しましょう。体調がわるくなったら、大人に相談し
よう。

� 
� 

� 

� 

� 
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①調べた結果を表にまとめよう。表の使い方は学者に聞こう。 

 
②＿＿＿＿＿＿＿＿＿の表面をしらべる。 
気がついたことを、メモしよう。スケッチ

しよう。 
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                 

No. 
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③＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の話。 
気がついたことを、メモしよう。 

スケッチしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                
                

 

④＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の話。 
気がついたことを、メモしよう。 

スケッチしよう。 
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9. その他資料 
 

 

 

 

�  

もらった資料は 
追加してとじましょう。
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7. 実験ノート 

実験① ゼリーとラー油でマグマの様子を調べよう 
なぞ 「マグマはどんなふうに上がってくるの？」 

 

 

【モデル実験】火山の地下には高温のマグマがあります。マグマは地下の岩石
に割れ目を作りながら地表に向けて上がってきます。そのようすを実験で確

かめてみよう。ゼリーは「地下の岩石」、ラー油は「マグマ（岩石が融
と
けた

た高温の液体）」のかわりです。 
実験用具：ゼリーの入ったペットボトル、ラー油、スタンド、穴の開いたスチ
ロール板、注射器（※針が危険なため「大きなこども」が扱います） 

 
 
観察 1-1 油を少し注入すると（空気も少し）、ゼリーに割れ目ができます。 
  さらに注射器のピストンを押して油を少しずつ増やすと油が割れ目を広げま

す。 
  ゼリー中に入った油の形は何に似ていますか。周りの色々な方向から見てみよ

う。 
� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



� ���

 
 

 

 

【まとめ】 
 １ 地下の岩石の割れ目に入ってきたマグマが固まった岩石を（    ）
といいます。 

   ※実験２をやった後に記入しよう。 
２ マグマが地表に向かって上がってくるのはどうしてだろう？ 

�  
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実験②：削れるとどうなる？ 
 

 さて，さきほど調べたように硬い岩はマグマがあがってきたものが固まった
ものなのです。さきほどの実験で，マグマ（のかわりの油）はうすい板のよう
なかたちをしていましたね。マグマは固まると岩になります。ですから，マグ
マはうすい板のような形の岩になるのです。（このようなマグマが固まったう
すい岩のことを岩脈（がんみゃく）といいます） 
では，まわりの地層（さきほどの実験だとゼリーです）がけずれやすくて，う
すい板のような形の岩がけずれにくいとしましょう。そこを海の波が削ったら
どうなるでしょう？ 
それを実験しみましょう！ 
準備するもの：油粘土（硬い岩のかわり），砂（まわりのけずれやすい地層の
かわり），水（海の水のかわり），トレー 
 
第 1段階 
トレーの中に油粘土でうすい板のような形
の岩をつくります。高さ 1センチメートル
くらい，長さは 10センチ以上。 
 写真 うすい板のような形の岩のできあ
がり。地下にはこの板がまだまだ続いてい
ると想像してください。 
 
 
第 2段階 
うすい板のような形の岩のまわりに砂をか
ぶせます。これで，砂をつらぬいてマグマ
があがり，うすい板ができたように見えま
すね。 
 写真 砂をかぶせる 



� �
�

 
写真 見えなくなるまで砂をかぶせ
ます。 
 
 
 
 
 
第 3 段階 
 トレーの中に水をいれます。紙コ
ップでそっといれましょう。深さ 1
センチくらいになるまで水を入れま
す。そーっとですよ。 
 写真 水をそっといれます。 
 
 
 
 
第 4 段階 
 みなさんの力で波をおこします。トレーをゆすって波をおこすとどうなるか
な？波の力で砂の地層や岩がどのような削れ方をしたかまとめてみよう。 
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実験③ ここに津波がくるとどんなことが起こる？ 
 海底の下で地震が起きると海底が盛り上がったり沈んだりして、海面が変化します。そ
れが大きな波となって四方八方に伝わるのが津波です。津波は地震の大きさや海底の地形
によってちがった動きをします。水槽をつかった津波の発生の実験で確かめてみましょ
う。先生の話をよく聞いて、よく観察して、気がついたことをメモしよう。発言しよう。 
 実験用具：津波実験用水槽、海底地形用キット、石ころ 

 
１．津波をおこす実験 
  津波はどのように伝わっていくのか観察しよう。  
 ［観察のポイント］・波の形はどうなるかな？ ・海底の地形と津波の関係は？ 

 
 
 
 
 

 
２．津波が串本に来たらどうなるかを確認する実験 
  津波が陸に上がると何が起こるか観察しよう。 
 ［観察のポイント］ 
   ・石ころはどううごいたかな？ 
   ・串本に津波がくると、どんなことが起こるかな？ 
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